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桐壺更衣 藤壺宮

先帝 四 宮 御容貌 聞 高 母后世の の の すぐれたまへる こえ くおはします になくかしづききこえ、 、

上 典侍 先帝 御時 人 宮 親 參 馴たまふを にさぶらふ は の の にて かの にも しう り れたりければ、 、 、 、

時 見 今 見いはけなくおはしましし より たてまつり もほの たてまつりて、 、 亡 御息所せたまひにし

御容貌 似 人 三代 宮仕 伝 見立 后 宮 姬の に たまへる を の に はりぬるに え てまつりつけぬを の の、 、 、

君 生 出こそ いとようおぼえて ひ でさせたまへりけれ、 御容貌人ありがたき になん。 奏と しける

御心 聞に まことにやと とまりて ねむごろに えさせたまひけり、 、 。

桐壺更衣 桐壺帝 典侍

桐壺更衣

桐壺帝

藤壺宮

桐壺更衣

桐壺更衣 人いとにほひやかに うつくしげなる、

伊藤博 藤壺宮中宮 源氏物語必携 學燈社

先帝 四宮

桐壺帝 典侍 先帝

桐壺更衣

三代 桐壺更

衣

桐壺帝

日本古典文學全集 桐壺

阿部秋生 外 校注 日本古典文學全集 源氏物語 小學館
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思 知 容貌 心 憎もの ひ りたまふは さま などのめでたかりしこと ばせのなだらかにめやすく み、 、 、

今 思 出 御がたかりしことなど ぞ し づる さまあしき もてなしゆゑこそ すげなうそねみたまひし、 。 、

人 情 御心 上 女房 戀か がらのあはれに ありし を の なども ひしのびあへり、 、 、 。

繪 描 楊貴妃 容貌 繪師 筆限に ける の は いみじき といへども りありければ いとにほひすくな、 、 、

太液 芙蓉 未央 柳 容貌 唐し の の も げに かよひたりし を めいたるよそひはうるはしうこそあ。 、 、 、 、

思 出 花鳥 色 音 方りけめ なつかしうらうたげなりしを し づるに の にも にも よそふべき ぞなき、 、 、 。

朝夕 言 翼 枝 契 命 盡の ぐさに をならべ をかはさむと らせたまひしに かなはざりける のほどぞ、 、 、 、

きせずうらめしき。

桐壺帝 桐壺更衣 楊貴妃

桐壺更衣 なつかしうらうたげなり

桐壺更衣 うつくしげ

らうたげ

宮 思 出 世 御 思 深もあさましかりしを し づるだに とともの もの ひなるを さてだにやみなむ と、 、 、

思 御氣色う したるに いとうくて いみじき なるものから、 、 、なつかしうらうたげに さりとてうち、

とけず、

藤壺宮

藤壺宮 光源氏 光
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壺宮 典侍 生 出いとようおぼえて ひ でさせたまへりけれ ありがたき。

御容貌人 御容貌になん げに ありさま あやしき、

典侍 光源氏 似までぞおぼえたまへる いとよう たまへり
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物語 桐壺帝 桐壺更衣

藤壺宮 桐壺更衣

光源氏 光源氏

藤壺宮
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心 藤壺 御 思 人 見のうちには ただ の ありさまを たぐひなしと ひきこえて さやうならむ をこそ、 、 、

似 人 中略 所 思 人 据 住め る なくもおはしけるかな かかる に ふやうならむ を ゑて まば、 、 、

嘆 思やとのみ かしう しわたる、 。

大朝雄二 藤壺 解釋 鑑賞 至文堂と

藤壺宮

桐壺
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藤壺宮 光源氏

伊勢物語

伊勢物語

三段 前略 二條 后 帝 仕 人 時の の まだ にも うまつりたまはで ただ にておはしましける のこ、 、

となり。

二條后 二條后 高子 藤原長良 淸

和 女御 陽成 貞明

二條后 凡人 福井貞助 校注 伊勢

物語 日本古典文學全集 小學館
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男 在原 男なりける

伊勢物語 二條后

在原 男なりける

源氏物語

思 女 色 大御息所むかし おほやけ してつかうたまふ の ゆるされたるありけり とていますがり、 、 。

殿上 在原 男 若 女けるいとこなりけり にさぶらひける なりける の まだいと かりけるを この あひ。 、 、

中略 帝聞 男 流しりたりけり かかるほどに しめしつけて この をば しつかはしてけれ。 、 、

中略 水 尾 御時ば の の なるべし、 。

源氏物語 藤壺宮

光源氏

源氏 君 御 去 渡 御方 恥の は あたり りたまはぬを ましてしげく らせたまふ は え ぢあへたまは、 、 、

ず。

藤壺宮 光源氏
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心 參 內裏 里かかるをりだにと もあくがれまどひて いづくにもいづくにも うでたまはず にても、 、 、

晝 暮 暮 王命婦 責 步にても はつれづれとながめ らして るれば を め きたまふ いかがたばかりけ、 、 、 。

見 現 宮む いとわりなくて たてまつるほどさへ とはおぼえぬぞわびしきや もあさましかりしを、 、 。

思 出 世 御 思 深 思し づるだに とともの もの ひなるを さてだにやみなむ と う したるに いとうく、 、 、 、

御氣色て いみじき なるものから なつかしうらうたげに さりとてうちとけず、 、 、 、

木船重昭

輝 日 宮やく の

伊勢物語 在原業平 二條后

和歌

光源氏

王命婦

藤壺宮 藤壺

宮

若紫

木船重昭 藤壺 宮像修復論 平安文學硏究 輯の
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壺帝 藤壺宮

律八逆 父祖 姦

徒

紀 開化天皇 孝元天皇 妃 伊迦賀色許賣命

源

氏物語 つみ

伊勢物語 源氏物語 皇統

伊勢物語

源氏物

語 藤壺宮 光源氏

光源氏

關根慶子 おそろ

光源氏 藤壺宮 栢木し そらおそろし

女三宮 籠月夜 光源氏 藤壺宮

おそろし

內裏 參 二三日籠 御心動へも らで りおはすれば また いかなるにかと かせたまふべかめるも、 、 、 、 、

恐 中略 三月 人 見ろしうのみおぼえたまふ になりたまへば いとしるきほどにて 々 たてま。 、 、

日向一雅 光源氏 王權 日本文學の をめぐって

名例律 八虐 七 不孝 姦父祖妾 徒二年半

井上光美 校注 日本思想大系 法令 岩波書店

藤井貞和 結婚 源氏物語 始原 現在 定本 冬樹社タ ブと の と

野村精一 藤壺 源氏物語 創造 櫻楓社の つみ について の

關根慶子 藤壺物語 扱 日本文學硏究資料叢書 源氏物語 有精堂はいかに はれているか



御宿世 心 中略 內裏 御物 怪つりとがむるに あさましき のほど うし には の のまぎれにて、 。 、

氣色 奏 見 人 思とみに なうおはしましけるやうにぞ しけむかし る もさのみ ひけり いとどあはれに。 。

限 思 御使 恐 思 隙りなう されて などのひまなきもそら ろしう ものを すこと なし、 、 。
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紫
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破
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日向一雅 光源氏 王權 日本文學の をめぐって

伊藤博 藤壺中宮 源氏物語必携 學燈社



藤壺宮

藤壺宮

命長 思 心 弘徽殿 聞 空 聞くも と ほすは うけれど などの うけはしげにのたまふと きしを しく き、 、 、 、

人笑 思なしたまはましかば はれにや と しつよりてなむ やうやうすこしづつさはやいたまひけ、 、

る。

弘徽殿女御

藤壺宮

弘徽殿女御

光源氏

大朝雄二 藤壺宮 冷泉帝 紫上

藤壺宮 冷泉帝 紫上

冷泉帝 光源氏 紫上

賢木 光源氏 藤壺宮

藤壺宮

紫上 光源氏 葵上

藤壺宮

藤壺宮 光源氏

源氏物語

光源氏

藤壺宮

藤壺宮 弘徽殿女御

紅葉賀

齊藤曉子 藤壺試論 愛 拒絶 構造 源氏物語 硏究 敎育出版と の の センタ

大朝雄二 藤壺 解釋 鑑賞 至文堂と
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藤壺宮

院 思 思 出の しのたまはせしさまのなのめならざりしを し づるにも よろづのこと ありしにも、 、

變 世 戚夫人 見 目 必 人笑 事あらず りゆく にこそあめれ の けむ のやうにはあらずとも ず へなる はあ。 、

身りぬべき にこそあめれ 世 過 思 背 思など のうとましく ぐしがたう さるれば きなむことを しとる、 、

春宮見 面變 思 忍 參に たてまつらで りせむことあはれに さるれば びやかにて りたまへり、 、 。

藤壺宮 右大臣

桐壺帝

光源氏

藤壺宮 光源氏 光源氏

和歌 桐壺帝

和歌

藤壺宮

光源氏

光源氏

十二月十餘日 中宮 御八講 尊 中略 最終 日 御ばかり の なり いみじう し の わが こ、 。 。 、

結願 世 背 佛 申 人 驚 兵部卿宮 大とを にて を きたまふよし に させたまふに みな 々 きたまひぬ、 、 。 、

將 御心 動 思 親王 立 入 心强 思の も きて あさましと す は なかばのほどに ちて りたまひぬ う、 。 、 、 。

立 果 山 座主召 忌 受し つさまをのたまひて つるほどに の して むこと けたまふべきよしのたまは、 、 、

御 橫川 僧都近 參 御髮 宮 內す をぢの の う りたまひて おろしたまふほどに の ゆすりて ゆゆしう。 、 、 、

泣きみちたり。

桐壺帝

賢木

鈴木日出男 光源氏 女君 源氏物語 影響 資料 古代文學論叢の たち とその と

藤壺宮

兵部卿宮



桐壺帝 藤壺宮

藤壺宮

桐壺帝

光源氏

桐壺帝

光源氏

源

氏物語 女三宮 浮舟

藤壺宮 光源氏

保身的 桐壺帝

大臣聞 院 御氣色 違 橫取 事きたまひて より あらむを ひき へ りたまはむを かたじけなき と、 、 、

思 人 御 見放 口惜 入道 宮 聞すに の ありさまのいとらうたげに たむはまた しうて の にぞ こ、 、 、

中略 思 寄 院 思えたまひける いとよう し りけるを にも さむことは げにかたじけ。 。 、

御遺言 知 顔 參なう いとほしかるべけれど かの をかこちて らず に らせたてまつりたまへか、 、

今 事 思 御行 聞し はた さやうの わざとも しとどめず ひがちになりたまひて かう こえた。 、 、 、

深 思 咎 思まふを うしも し めじと ひたまふる、

大將 兵部卿宮 藤壺

宮 天臺座主

受戒 橫川 僧都

賢木

大朝雄二 藤壺 解釋 鑑賞 至文堂と

池田龜鑑 長篇的却說化 諸像 成立 藤壺物語 物語文學の とその

光源氏 朱雀院

齋宮

藤壺宮 朱雀院

朱雀院



源氏物語 藤壺宮 朴 姸 貞

藤壺宮 右大臣 左大臣 光源氏 須

磨 右大臣 朱

雀帝 桐壺帝 朱雀帝 冷泉帝 光源氏 藤壺宮

左大臣

光源氏 六條御息所 齋宮 藤

壺宮 齋宮 朱雀院

藤壺宮

藤壺宮 朱雀院 藤壺宮 齋宮 冷泉帝

藤壺宮

光源氏

繪合 前齋宮 御參 中宮 御心 入の りのこと の に れてもよ

藤壺宮 齋宮ほしきこえたまふ

光源氏

光源氏

冷泉帝

光源氏

光源氏

光源氏

光源氏 藤壺宮

光源氏

明石上

冷泉帝 藤壺宮

朱雀院

澪標

伊藤博 藤壺中宮 源氏物語必携 學燈社

源氏物語

森一郞 藤壺宮 實像 源氏物語作中人物論 笠間書院の



物語

藤壺宮

冷泉帝

宮 苦 聞 御心 中 思 高 宿いと しうて はかばかしうものも こえさせたまはず の に しつづくるに き、 。 、

世 世 榮 竝 人 心 中 飽 思 人 身 思 知 上の えも ぶ なく の に かず ふことも にまさりける と し らる、 、 、 。

夢 中 心 知 心苦 見の の にも かかることの を らせたまはぬを さすがに しう たてまつりたまひて、 、 、 、

思 心地 中略これのみぞ うしろめたくむすぼほれたることに しおかるべき したまひける、 。

來 方行 先 大事 過 院后 宮 今世これは し く の とはべることを ぎおはしましにし の ただ をまつりご、 、

大臣 御 漏 出 中略 君ちたまふ の ため すべてかへりてよからぬことにや り ではべらむ わが、 。

孕 時 故宮 深 思 嘆 御祈禱仕まれおはしましたりし より の く し くことありて うまつらせたまふゆゑ、 、

中略 事 親 御世 何 罪 知なむはべりし よろづの の よりはじまるにこそはべるなれ の とも。 、 。

恐 思 消 事 心 出ろしめさぬが ろしきにより ひたまへ ちてし を さらに より だしはべりぬること、 、 と、

泣 泣 聞 明く く こゆるほどに けはてぬればまかでぬ。

藤壺宮

冷泉帝 光源氏

冷泉帝

冷泉帝

光源氏
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要 旨

本論文 物語 織 成 人物 關係 構造 視点 視野 藤壺宮では を り している の と という で その を にしぼり その、 、 、

中心的 關係 光源氏 關係 要素 探 彼女 造型 要素 序破急 形な である との の を ることによって を している が の で、

変形 感 維持 作品 全体 影響 及 考察されているリズム を しながら の に を ぼしていることを してみた。

藤壺宮 光源氏 母 桐壺更衣 作品 中 現 似 容貌 面は の である のゆかりとして の に れるが ている の だけを、

吸收 構成 取 光源氏 彼女 願望 契機 拵 彼女 發見した を ることによって が を するようになる を えていた の。

造型 展開 光源氏 運命 密着 上のプロットであるゆかりの はこれから される の と されたのであった その。 、

逸脫 戀 密通 構造 通 懷妊 皇子 誕生 光源氏 榮華 政治的 緻密された の という を しての と の の という でかつ、

構想 作品 全体 廣 局面 緊張感 加 最後 彼女 出家 死 至 過程な は の にこれから がる に を えていた で の と に る。

中 変貌 光源氏 權力 核心 位置 導 內面的 力 作用 光源氏の での は を の の に いた な として することによって の

榮華 原型 始原 明の でありながら であることを らかにした。

人物造型 藤壺宮 光源氏 変貌 榮華キーワード ゆかり、 、 、 、 、
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